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今年もチャレンジ！au CS AWARDS 2014
「au CS AWARDS 2014」とは、皆さんよく御存じだとは思いますが、au
ショップスタッフの接客スキル・販売力の向上を目的としたショップスタッフ

コンテストなのです。

昨年、ファイナルまで参加したauエルム八千代台店 川田店長が今年も

ファイナル(本選)に出場します。ファイナル２年連続出場もあっぱれ！
グランプリを目指し頑張ってください！運命の日は、８月２７日です。

タブレットの社会的浸透の気配が上昇中！今後のタブレット販売は、大きな影響を

及ぼすことでしょう。そこで各店色々な工夫をしています。

そのひとつとして中高年の皆様を対象にタブレットの良さをアピールし、タブレットを

活用した生活の提案をお客様にも理解してもらうためにと「タブレット教室」を実施し

ています。

ニッケ市川、北習志野、勝田台などですでに実施しています。

本日は、潮来店の様子を紹介します。

また、とにかくお客様に来店していただくことを目指し、同じく潮来の「お菓子詰め放題キャンペーン」などの

企画も実施しています。

各店、それぞれの事情はあると思いますが来客者数の増加と客単価のアップがお店を繁盛させる原点です。

色々工夫しましょう。

やっと来た夏、特別号やっと来た夏、特別号やっと来た夏、特別号やっと来た夏、特別号

熱闘熱闘熱闘熱闘！！！！



野球部も頑張っています！野球部も頑張っています！野球部も頑張っています！野球部も頑張っています！

8/21（木）９時開始
しらこばと運動公園野球場にて

（埼玉県 越谷市）

ホーム体育館に敵急襲!!!
他チームと練習がバッティングしてしまい急遽対外試合を行う事となったバスケ部!!!

序盤、太田が味方ゴール下のリバウンドを奪取し続ける。リバウンドからの速攻を佐藤が沈める。麻生のドライ

ブからの1on1が火を噴き始めると合わせからの後藤の長距離砲も当たり始める。小気味良いオフェンスが繰り
返され前半は相手を一蹴!!!このまま手堅く初試合、初勝利を収めるかと思いきや…。
終盤、平均年齢37歳のチームはガス欠状態…相手のスピードについていけなくなる。前半の点差はあっという
間になくなり初の試合は黒星という結果で終えることとなった。

結果はともあれ勝つための話し合いをして試合勘を取り戻した田中電子バスケ部はまた一つ絆を深めるのでし

た。(怪我だけは気を付けてくださいね) 記者：Ｊ

田中電子バスケ部は随時新入

部員を募集しております!!!
入部希望はＰＣサテライト成田

店麻生まで！

なんだか、最近、

部活動がざわついている・・・

新しい部の誕生もあり、対外試合も多くなって

きました。興味のある方は積極的に参加しま

しょう！

PC成田の涌井くんが部長で発足したテニス部、
先日初めての練習が行われました。

社長、常務も参加して盛り上がりました。

無事に初回の練習をすることができてうれしく

思います。お忙しい中、社長・常務にもお越しい

ただきありがとうございます。

初回の大成功にうぬぼ

れることなく今後も精進

いたしますので、興味の

ある方は是非、私たちと

プレイしましょう。

(部長 涌井）

アイコミュニケーショングループでの交流戦です！アイコミュニケーショングループでの交流戦です！アイコミュニケーショングループでの交流戦です！アイコミュニケーショングループでの交流戦です！

青島製作所には絶対に負けません！青島製作所には絶対に負けません！青島製作所には絶対に負けません！青島製作所には絶対に負けません！

でるか！ルーズベルトゲーム！でるか！ルーズベルトゲーム！でるか！ルーズベルトゲーム！でるか！ルーズベルトゲーム！

面白くなってきた面白くなってきた面白くなってきた面白くなってきたなぁなぁなぁなぁ・・・・・・・・・うふふ・・・（だれ？）・うふふ・・・（だれ？）・うふふ・・・（だれ？）・うふふ・・・（だれ？）

だれ？



CozyWont to  say
something

ＭＶＮＯｖｓドコモＭＶＮＯｖｓドコモＭＶＮＯｖｓドコモＭＶＮＯｖｓドコモ 今度は音声サービス巡り攻防戦今度は音声サービス巡り攻防戦今度は音声サービス巡り攻防戦今度は音声サービス巡り攻防戦

■潜在ユーザー5100万人を狙え
格安スマホは月々の利用料が大手携帯電話会社の半額以下になるとして、イオンなど大手小売りが参

入し、注目を集めています。携帯各社から通信設備を借りる「仮想移動体通信事業者（ＭＶＮＯ）仮想移動体通信事業者（ＭＶＮＯ）仮想移動体通信事業者（ＭＶＮＯ）仮想移動体通信事業者（ＭＶＮＯ）」の通

信サービスを使っているのがポイントです。データ通信は回線の利用の仕方によりコストダウンが可能。

これに対し音声通話は、携帯電話会社からＭＶＮＯへの卸値が回線単位で決まっており、料金の弾力性

が低い。

ＭＶＮＯは13年にスマホブームとＮＴＴグループなど大手通信会社の参入で人気に火が付きました。た
だその大半はデータ通信専用で、利用者は音声通話端末とスマホなどの２台を持ち歩く必要があるた

め、30～40代のＩＴ（情報技術）に詳しい男性がメーンの購入者でした。
風向きを変えたのは、通話とデータ通信の両方に対応したサービスです。大手携帯電話会社と同様に

スマホ１台で済ませられる。ネット接続大手のソネットやＭＶＮＯ専業の日本通信が提供していましたが、

今春になってインターネットイニシアティブ（ＩＩＪ）なども追随。日本通信と組んだイオンが４月からスマホ

の本体代金と音声通話やデータ通信の料金をセットで提供しはじめたことで、一般消費者への認知度

が急速に高まりました。

ＭＶＮＯの音声通話サービスは携帯大手が全国に張り巡らせた既存のネットワークをそのまま使える

ため、基本的に通話品質やサービスエリアが携帯大手と変わりません。ＭＶＮＯ各社はこうした安心感

を売りに、スマホの利用頻度が低い初心者を中心にスマホ１台目の需要も見込んでいます。「データ専

用ＳＩＭの主な潜在顧客は国内1200万人のタブレット利用者。１枚のＳＩＭで通話とデータを利用できれ
ば、約5100万人のスマホユーザーを狙える」と日本通信は考えています。
ただ大手通信事業者やネット接続事業者、ベンチャー企業が業界最安値を10円単位で競い合ってき
たデータ通信サービスに比べると、物足りない面もあります。ＭＶＮＯ各社が現在設定している通話料金

は、税別30秒当たり20円でほぼ横並びの状況だからです。
なぜＭＶＮＯの音声通話サービスは通話料が画一的なのか。要因のひとつが携帯大手からの通信回

線の「借り方」の違いです。

データ通信の場合、ＭＶＮＯは携帯大手のデータ通信網と自社のサーバーなどを専用線などの回線で

接続し、両者をつなぐ回線の帯域（通信速度）を単位として通信設備を借りサービスを提供しています。

専用線という「土管」の太さに応じて賃借料を支払うイメージで、利用者１人が使う帯域（通信速度）を抑

えればより多くの人が土管を同時に使えるため、結果的に値下げしやすくなります。月500円や月1000
円といった格安通信サービスをＭＶＮＯが提供できる秘訣なのです。

■弾力的な料金設定がしづらい点を問題視

一方、音声通話については回線単位で借りる仕組みになっている。具体的には月額基本料と、時間課

金による音声通話料のそれぞれでＭＶＮＯ向けの卸値が決まっている。ＭＶＮＯはこれらを組み合わせ

て賃借料を支払い、自社顧客に課金します。携帯大手による音声通話サービスの再販に近く、より弾力

的な通話料金を設定する余地は少ないのです。

日本通信のＮＴＴドコモへの申し入れは、こうした状況を改善しようという動きのひとつです。同社は

データ通信と同様、通話でも多様な料金プランを設定しやすくなると主張します。

ＭＶＮＯはこれまでも、携帯大手との度重なる交渉やすり合わせを通じて段階的にサービスを拡充して

きた。2007年に携帯大手に相互接続が義務付けられたのを端緒に、09年には料金体系を柔軟にする
ための「レイヤー２接続」と呼ぶ接続形態を実現したほか、音声通話の卸提供にも合意しました。10年か
らはスマホに差し込んで使うＩＣカード「ＳＩＭカード」の販売もはじまりました。

音声通話サービスは格安スマホがより幅広い顧客層に受け入れられるかどうかの鍵を握ります。回線

の貸し出し形態や新たに必要な設備などがどうなるのか現時点で不透明ですが、今後の交渉の行方に

注目したいと思います。



今回は、１３０％拡大版で行くぜー！今回は、１３０％拡大版で行くぜー！今回は、１３０％拡大版で行くぜー！今回は、１３０％拡大版で行くぜー！
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在
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ラ

ケ
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を

使

っ

て

い

て
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を
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使

う
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ス

マ
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し

た

い

け

ど
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く
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け
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プ
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ま
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た
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に
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ス

マ

ホ

に

変

え

て

も

そ

ん

な

に

高

く

な

ら

な

い

！

本

当

に

嬉

し

い
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と

お

客

様

が

お
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し
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Ｗ
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る

お

客

様

が
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え
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た
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数

名

の

方

が

「

こ

の

機

械

（

ウ

ェ

ル

カ

ム

ガ

チ

ャ

端

末

）

で

今

、

持

っ

て

い

る

ポ

イ

ン

ト

の

確

認

や

チ

ャ

ー

ジ

が

出

来

れ

ば

い

い

の

に…

と

仰

っ

て

い

ま

し

た

。

●

Ｗ

Ａ

Ｌ

Ｅ

Ｅ

Ｔ

を

利

用

し

て

い

る

お

客

様

が

、

マ

ス

タ

ー

が

使

え

る

お

店

な

の

に

使

え

な

か

っ

た

と

言

わ

れ

ま

し

た

。

お

店

に
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っ

て

は

使

え

な

い

所

も

あ
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と

い

う

事
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喚

起

す

る

べ

き

と

言

わ

れ

ま

し

た
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店
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の
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隣

だ

け

で
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え
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い
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し

た

。

●

Ｗ
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Ｔ

の
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ー

ジ

を

ａ
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シ

ョ

ッ

プ

以

外

の

お

店

で

出

来

る

よ

う

に

し

て

欲

し

い

と

言

わ

れ

ま

し

た

。

◎

操

作

説

明

で

二

日

連

続

ご

来

店

さ

れ

た

お

客

様
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私
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対

応
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せ

て

頂

い
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で
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帰

り

際

に
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お
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は

気

持

ち

い

い

く

ら

い

接

客

が

良

い

ね

！

」

と

言

っ

て

頂

け

ま

し

た

。

嬉

し

か

っ

た

で

す

。

◎
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ｏ
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新
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・

修

理

受

付

・

引

渡

し

。

「

他

店

で

ｉ

Ｐ

ｈ

ｏ

ｎ

ｅ

を

契

約

し

よ

う

と

思

っ

た

け

ど

、

電

話

で

問

い

合

わ

せ

た

時

の

対

応

が

こ

っ

ち

の

方

が

良

か

っ

た

か

ら

、

こ

こ

で

ｉ

Ｐ

ｈ

ｏ

ｎ

ｅ

を

契

約

し

た

い

」

と

お

客

様

に

仰

っ

て

頂

き

嬉

し

か

っ

た

で

す

。

家

族

セ

ッ

ト

割

の

案

内

も

他

店

で

は

な

か

っ

た

よ

う

で

「

や

っ

ぱ

り

こ

こ

で

よ

か

っ

た

」

と

言

っ

て

頂

け

ま

し

た

。

◎

新

プ

ラ

ン

Ｃ

Ｐ

が

始

ま

り

、

申

込

み

に

来

店

さ

れ

た

お

客

様

に

、

や

っ

と

ａ

ｕ

も

始

ま

っ

た

ね

！

デ

ー

タ

プ

ラ

ン

も

今

後

は

じ

ま

る

し

、

他

社

に

比

べ

る

と

ａ

ｕ

が

一

番

お

客

様

に

や

さ

し

い

！

！

と

言

っ

て

頂

け

ま

し

た

。

◎

ス

マ

ホ

に

変

え

た

は

い

い

け

ど

使

い

方

が

わ

か

ら

な

す

ぎ

て

元

に

戻

し

た

い

！

と

来

店

さ

れ

た

お

客

様

。

ま

だ

変

え

て

一

週

間

ほ

ど

だ

っ

た
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で

、

わ

か

ら

な

い

所

を

伺

っ

て

、

紙

に

メ

モ

を

し

て

お

渡

し

し

ま

し

た

。

後

日

来

店

さ

れ

「

こ

の

前

は

あ

り

が

と

う

。

頑

張

っ

て

み

よ

う

と

い

う

気

に

な

っ

た

。

ま

た

来

て

も

い

い

？

家

族

に

も

こ

の

お

店

を

紹

介

す

る

」

と

言

っ

て

も

ら

え

ま

し

た

。

●
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◎
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喜
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な
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と

て

も

感

謝
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れ
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し
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◎

ａ

ｕ

Ｗ

Ａ

Ｌ
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Ｔ
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ー
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ポ

イ

ン
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便

利

と

お

っ
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し
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他
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携

帯

会
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で
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な
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こ
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は

や

っ

て

い

て
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社

と

し

て

向

上

し

よ

う

と

い

う

の

が

す

ご

く

伝

わ

る

よ

と

喜

ん

で

お

ら

れ

ま

し

た

。



【

自

己

啓

発

コ

ー

ナ

ー

】

自

分

の

仕

事

を

書

き

出

し

て

、

〇

×

△

に

分

け

る

。

×

と

△

の

仕

事

は

、

他

人

に

任

せ

る

か

、

や

め

る

か

、

時

間

を

決

め

て

や

る

よ

う

に

し

よ

う

！

松

本

幸

夫

作

「

１

分

間

整

理

術

」

第

３

章

「

仕

事

」

を

整

理

し

よ

う

！

②

仕

事

の

ス

ピ

ー

ド

を

上

げ

る

方

法

も

し

も

、

あ

な

た

が

「

自

分

の

仕

事

は

効

率

が

悪

い

な…

」

と

感

じ

て

い

る

と

し

た

ら

、

そ

れ

は

割

り

込

み

の

仕

事

や

ル

ー

テ

ィ

ー

ン

ワ

ー

ク

に

時

間

を

取

ら

れ

す

ぎ

て

い

る

か

ら

で

す

。

仕

事

の

効

率

が

悪

い

の

は

、

理

由

は

ど

う

あ

れ

「

あ

な

た

に

し

か

で

き

な

い

仕

事

」

に

時

間

を

割

く

こ

と

が

で

き

て

い

な

い

の

で

す

。

こ

の

場

合

、

あ

な

た

が

真

っ

先

に

や

る

べ

き

な

の

は

、

自

分

の

や

っ

て

い

る

仕

事

、

事

務

作

業

な

ど

を

す

べ

て

書

き

出

し

て

み

る

こ

と

で

す

。

そ

し

て

、

そ

の

リ

ス

ト

が

出

来

上

が

っ

た

ら

、

そ

れ

ぞ

れ

の

仕

事

を

以

下

の

「

〇

×

△

」

の

三

つ

に

分

け

ま

す

。

〇…

あ

な

た

に

し

か

で

き

な

い

仕

事

×…

あ

な

た

で

あ

る

必

要

は

な

い

仕

事

△…

あ

な

た

も

で

き

る

が

、

他

の

人

で

も

で

き

る

仕

事

（

〇

と

×

の

中

間

の

仕

事

）

こ

う

し

て

す

べ

て

の

仕

事

を

「

見

え

る

化

」

し

た

上

で

、

あ

な

た

が

す

る

べ

き

な

の

は

、

×

と

△

の

仕

事

を

で

き

る

だ

け

し

な

い

よ

う

に

済

ま

せ

る

努

力

、

つ

ま

り

「

捨

て

る

工

夫

」

を

す

る

こ

と

で

す

。

×

と

△

の

仕

事

を

で

き

る

だ

け

し

な

い

よ

う

に

済

ま

せ

る

た

め

に

は

、

以

下

の

三

つ

の

方

法

が

効

果

的

で

す

。

×

と

△

の

仕

事

を

で

き

る

だ

け

し

な

い

よ

う

に

済

ま

せ

る

た

め

に

は

、

以

下

の

三

つ

の

方

法

が

効

果

的

で

す

。

①

人

に

任

せ

る

、

手

伝

っ

て

も

ら

う

②

降

り

る

、

そ

の

仕

事

を

や

め

る

③

時

間

を

決

め

て

ま

と

め

る

順

番

に

説

明

し

ま

し

ょ

う

。

★―

①

人

に

任

せ

る

、

手

伝

っ

て

も

ら

う

い

ざ

リ

ス

ト

化

し

て

み

る

と

、

「

あ

な

た

が

や

ら

な

く

て

も

い

い

仕

事

」

が

か

な

り

含

ま

れ

て

い

る

こ

と

に

気

づ

く

は

ず

で

す

。

例

え

ば

、

そ

の

一

部

で

も

他

に

人

に

任

せ

る

こ

と

が

で

き

た

な

ら

、

あ

な

た

は

本

来

の

「

あ

ま

た

に

し

か

で

き

な

い

仕

事

」

に

集

中

で

き

る

た

め

、

仕

事

の

成

果

は

グ

ッ

と

上

が

る

で

し

ょ

う

。

Ｒ

Ｏ

Ｉ

（

R
eturn

on
investm

ent

）

、

つ

ま

り

投

資

効

果

の

高

い

、

効

率

の

い

い

仕

事

が

で

き

る

よ

う

に

な

り

ま

す

。

仕

事

が

早

い

ほ

ど

、

他

人

を

上

手

に

使

っ

て

い

る

も

の

で

す

。

仕

事

は

「

あ

な

た

だ

け

の

力

で

終

わ

ら

せ

る

こ

と

」

が

大

事

な

の

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

他

人

の

力

を

使

っ

て

で

も

、

早

く

終

わ

ら

せ

る

こ

と

が

肝

心

で

す

。

他

人

の

力

を

使

う

こ

と

に

罪

悪

感

を

覚

え

る

必

要

は

あ

り

ま

せ

ん

。

★―

②

降

り

る

、

そ

の

仕

事

を

や

め

る

こ

れ

は

「

こ

れ

以

上

で

き

ま

せ

ん

」

と

宣

言

し

、

や

め

て

し

ま

う

と

い

う

こ

と

で

す

。

本

来

、

あ

な

た

に

と

っ

て

大

切

で

な

い

仕

事

は

引

き

受

け

る

べ

き

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

や

む

を

得

ず

引

き

受

け

た

場

合

で

も

、

あ

な

た

の

時

間

を

奪

う

だ

け

の

仕

事

で

あ

れ

ば

、

い

っ

そ

の

こ

と

や

め

て

し

ま

う

と

い

う

勇

気

も

、

仕

事

を

効

率

化

さ

せ

る

上

で

は

必

要

で

す

。

★―

③

時

間

を

決

め

て

ま

と

め

る

あ

な

た

が

ビ

ジ

ネ

ス

パ

ー

ソ

ン

で

あ

る

以

上

、

×

や

△

の

仕

事

で

も

、

絶

対

に

や

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

場

合

が

あ

る

で

し

ょ

う

。

そ

の

場

合

は

、

最

小

限

の

時

間

で

済

ま

せ

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

、

手

際

よ

く

、

集

中

し

て

や

る

こ

と

を

心

が

け

ま

し

ょ

う

。

最

小

限

の

時

間

で

や

る

た

め

に

心

が

け

る

こ

と

は

、

時

間

を

決

め

て

し

ま

う

こ

と

で

す

。

例

え

ば

「

ス

キ

マ

時

間

の

１

５

分

に

や

る

」

「

体

が

疲

れ

て

パ

フ

ォ

ー

マ

ン

ス

の

低

い

時

に

２

０

分

や

る

」

と

い

っ

た

具

合

に

、

時

間

を

決

め

て

、

重

要

度

の

低

い

仕

事

を

片

づ

け

て

し

ま

う

の

で

す

。

く

れ

ぐ

れ

も

「

プ

ラ

イ

ム

タ

イ

ム

」

に

優

先

順

位

の

低

い

仕

事

を

お

こ

な

わ

な

い

こ

と

で

す

。

「

プ

ラ

イ

ム

タ

イ

ム

」

は

、

あ

な

た

の

大

切

な

仕

事

に

集

中

し

ま

し

ょ

う

。

こ

れ

が

、

仕

事

を

ス

ピ

ー

ド

ア

ッ

プ

さ

せ

る

た

め

に

、

最

も

大

切

な

こ

と

で

す

。

梅

雨

が

明

け

た

と

思

っ

た

ら

、

全

国

的

に

真

夏

の

日

差

し

に

な

り

暑

い

日

が

続

い

て

い

ま

す

。

こ

ん

な

暑

い

日

が

続

く

の

に

甲

子

園

を

目

指

す

高

校

球

児

た

ち

は

大

変

で

す

ね

。

で

も

、

そ

の

姿

に

感

動

し

た

り

す

る

こ

と

も

あ

り

、

高

校

野

球

は

夏

の

風

物

詩

に

あ

げ

る

人

も

多

い

こ

と

で

し

ょ

う

。

夏

と

い

え

ば

「

海

」

。

し

か

し

、

最

近

の

海

水

浴

事

情

は

大

変

様

変

わ

り

し

て

い

ま

す

。

浜

辺

で

ア

ル

コ

ー

ル

禁

止

と

い

う

海

水

浴

場

も

あ

っ

た

り

し

ま

す

ね

。

先

日

、

浜

辺

で

１

２

時

間

以

上

飲

ん

で

い

て

車

を

運

転

し

事

故

を

お

こ

し

て

尊

い

命

を

奪

っ

た

奴

も

い

た

の

で

そ

う

せ

ざ

る

負

え

な

い

こ

と

も

理

解

は

で

き

ま

す

。

そ

の

他

に

も

、

バ

ー

ベ

キ

ュ

ー

禁

止

、

大

き

な

音

量

で

音

楽

を

流

す

こ

と

は

禁

止

だ

と

か

禁

止

事

項

の

多

い

こ

と

、

多

い

こ

と

・

・

・

そ

の

う

ち

海

に

入

る

の

禁

止

と

か

な

り

そ

う

で

す

ね

。

こ

れ

は

す

べ

て

今

の

若

い

世

代

が

度

を

過

ぎ

た

こ

と

が

原

因

だ

と

お

じ

さ

ん

た

ち

は

よ

く

言

い

ま

す

。

で

も

、

そ

の

お

じ

さ

ん

た

ち

も

若

い

頃

に

は

、

同

じ

こ

と

や

っ

て

い

た

の

で

し

ょ

う

。

最

初

に

や

り

始

め

た

の

は

、

お

じ

さ

ん

た

ち

で

し

ょ

う

。

と

言

い

た

く

な

り

ま

す

ね

時

間

が

過

ぎ

る

と

社

会

的

背

景

も

変

わ

り

、

物

事

へ

の

価

値

観

も

違

っ

て

く

る

か

ら

そ

れ

に

は

逆

ら

え

な

い

の

か

も

・

・

・

た

だ

、

「

今

時

の

若

い

人

は

・

・

・

」

と

年

上

の

人

か

ら

言

わ

れ

る

の

は

、

た

と

え

自

分

が

お

じ

さ

ん

に

、

お

ば

さ

ん

に

な

っ

て

も

癪

に

さ

わ

る

も

の

で

す

。

こ

の

フ

レ

ー

ズ

が

初

め

て

日

本

の

書

物

に

記

載

さ

れ

た

の

は

方

丈

記

か

徒

然

草

だ

と

聞

い

た

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

（

う

る

覚

え

）

ど

ち

ら

に

し

て

も

鎌

倉

時

代

の

も

の

な

の

で

、

当

時

か

ら

、

お

じ

さ

ん

た

ち

は

、

「

今

時

の

若

い

人

は

・

・

・

」

と

言

っ

て

い

た

の

か

と

思

う

と

一

種

の

伝

統

芸

能

の

よ

う

に

引

き

継

が

れ

て

い

る

も

の

な

の

で

し

ょ

う

。

つ

ま

り

、

歴

史

は

繰

り

返

す

な

の

で

す

。

夏

の

朝

、

太

陽

が

出

始

め

た

こ

ろ

、

庭

の

木

々

に

ホ

ー

ス

で

水

巻

き

を

し

ま

す

。

ち

ょ

っ

と

ホ

ー

ス

の

角

度

を

変

え

る

と

太

陽

の

光

に

照

ら

さ

れ

て

水

の

流

れ

の

筋

の

中

に

虹

が

浮

か

び

上

が

り

ま

す

。

科

学

的

に

分

析

す

る

と

水

滴

が

プ

リ

ズ

ム

の

役

割

を

し

て

太

陽

光

が

屈

折

さ

れ

る

云

々

と

解

説

で

き

ま

す

ね

。

虹

の

現

象

は

事

実

と

し

て

と

ら

え

て

そ

こ

か

ら

一

歩

先

を

考

え

る

と

き

っ

と

こ

の

世

の

中

に

は

、

普

段

は

隠

れ

て

い

る

も

の

、

目

に

は

見

え

な

い

け

ど

必

ず

そ

こ

に

存

在

す

る

も

の

が

あ

る

の

だ

と

い

う

思

い

も

湧

き

出

て

く

る

と

思

い

ま

す

。

そ

れ

が

物

事

の

本

質

だ

と

思

い

ま

す

。

歴

史

に

流

さ

れ

る

の

で

は

な

く

本

当

に

大

切

な

も

の

は

何

か

を

考

え

る

こ

と

が

重

要

な

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

そ

ん

な

こ

と

は

考

え

ら

れ

な

い

と

い

う

人

は

、

周

り

に

ム

リ

カ

ベ

が

い

る

の

で

す

。

ま

ず

は

、

妖

怪

ム

リ

カ

ベ

を

退

治

し

ま

し

ょ

う


